
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

[特徴/性能)] 

断熱性、保温性能が大きく、水の蒸散による冷房効果をはじめ、ヒ

ートアイランド抑制および断熱効果による省エネルギーに貢献。 

Ａ）基盤材料の熱伝導率は、コンクリートの１７分の１、材木の２分

の１です。（熱の遮断効果が高い） 

Ｂ）構造的には、基盤と苔の間に空気層を保持します。 

Ｃ）苔のコロニーによる自然の断熱効果があります。 

（苔の太陽光の反射量を増加させ、赤外線輻射量を抑制します。）

Ｄ）苔は乾燥重量の 20 倍の保水能力があります。 

Ｅ）プロトタイプ版の乾燥重量は１ｍ2当たり２０００ｇです。 

Ｆ）保水能力は、１ｍ2当たり６０００ｇであり、総重量は１ｍ2当たり８

０００ｇになります。（但し、水道蛇口を３０秒間全開する） 

Ｇ）苔の表裏温度差は、２０～３０度の差があります。（計測９月） 

●ＣＯ2 の固定化による温暖化防止と間接的省エネ効果 ●  
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環境２１の会・ＮＰＯ２１世紀学会抜粋資料

苔は光合成により吸収したＣＯ２を、完全固定化できる数少ない生

命体です。一般の樹木は落葉、枯れ腐敗するときは固定量以上の

ＣＯ２を発生させます。 

（苔は１年間で約１～１．５㎏の CO2 を固定し持続します。） 

●保水性による緑のダム効果 

降水時にモスフラットの重量の４倍以上を保水します。 

（１ｍ2 当たり８～１０ｋｇ） 

●軽量性による施工の簡便性 

乾燥時１ｍ2当たり２ｋｇと軽量であり、５０ｘ５０ｘ２ｃｍｈのスクエア―

で壁面・屋上にも平面性を確保しながら簡便に固定化できます。 

●メンテナスフリー 

苔は生命力が強靭で枯れると言う「死」の概念は当てはまりませ

ん。空気中の湿度と太陽光があれば生育でき、潅水装置は必要あ

りません。ただ、景観上の「緑」を常時必要な折には、潅水をして下

さい。 

●留意点 

①適時の潅水は生育を増進させますが、通常は必要ありません。

②色合い等の変化は生物態ですので、生理現象であり自然現象と

理解し気にしないで放置ください。苔の自律的適用能力に委ねてく

ださい。 

③施肥は厳禁です。 

④生物体ですので特別な高濃度のＳＯｘ、ＮＯｘが存在するときは生

育障害が起きます。しかし、それらの変異現象も自然のリズムに任

せる限り必ず蘇生します。 

⑤鳩、カラス等の鳥類の糞は、生育障害を起こし変色などの現象

が表われますが時間の経過に伴い回復いたします。 


